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やまがた
議会だより

▲
平
成
十
六
年
度
山
県
市
一

般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告

南
・
八
京
線
道
路
整
備
事

業
他
六
件
の
本
年
度
に
繰
り

越
し
た
額
の
報
告

▲
山
県
市
土
地
開
発
公
社
経

営
状
況

平
成
十
六
年
度
の
決
算
等

報
告
・
平
成
十
七
年
度
予
算

等
報
告

▲
山
県
市
高
富
財
産
区
管
理

委
員
の
選
任
同
意

高
富
一
五
二
九
番
地
一

久
保
田

高
富
一
九
〇
五
番
地

丹
羽
英
之

報
告
案
件

人
事
案
件

第
二
回
定
例
会
　
補
正
予
算
な
ど
十
七
議
案
を
可
決 

平
成
十
七
年
第
二
回
定
例
会
を
、
六
月
六
日
か
ら
六
月
二
十
三
日
ま
で
の
十
八
日
間
の

会
期
で
行
い
ま
し
た
。
報
告
案
件
二
件
、
人
事
案
件
二
件
、
条
例
案
件
六
件
、
補
正
予

算
五
件
、
そ
の
他
一
件
・
意
見
書
一
件
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

高
富
一
八
四
五
番
地

山
脇
秋
男

高
富
一
六
九
六
番
地
一

岡
田
孝
司

高
富
一
四
三
二
番
地
一

山
下
稔
雄

▲
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る

高
富
五
九
番
地鷲

見
俊
邦

▲
山
県
市
議
会
会
議
規
則

標
準
市
議
会
会
議
規
則
に

準
じ
た
規
則
改
正

▲
山
県
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
い
改
正

▲
山
県
市
児
童
福
祉
審
議
会

条
例

山
県
市
児
童
福
祉
審
議
会

を
設
置
す
る
た
め
制
定

▲
山
県
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

住
宅
用
防
災
警
報
器
等
の
設

置
義
務
等
を
定
め
る
た
め
一

部
を
改
正

▲
山
県
市
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
額
等
の
改
正

▲
山
県
市
非
常
勤
消
防
団
員

に
係
る
退
職
報
償
金
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
額
を
改
正

▲
平
成
十
七
年
度
山
県
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

●

歳
入
歳
出
予
算
補
正

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
八
千
七
百
三
十
五

万
八
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
百
三
十
九
億
二
千
七
百
三

十
五
万
八
千
円

●

地
方
債
補
正

消
防
訓
練
場
整
備
事
業

▲
平
成
十
七
年
度
山
県
市
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
一
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
三
百
八
十
一
万
二

千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三
億

九
千
百
九
十
九
万
二
千
円

▲
平
成
十
七
年
度
山
県
市
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
一
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
二
百
二
十
二
万

七
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

四
億
三
千
三
百
五
万
千
円

▲
平
成
十
七
年
度
山
県
市
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
一
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
三
十
二
万
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
十
三
億
五

千
百
二
十
九
万
七
千
円

▲
平
成
十
七
年
度
山
県
市
地

域
情
報
化
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
一
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
二
百
九
万
八
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
十
七
億

七
千
八
百
六
十
五
万
四
千
円

▲
岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合

を
組
織
す
る
市
町
村
数
の

増
減

合
併
に
よ
り
海
津
町
・
平

田
町
・
南
濃
町
・
兼
山
町
・

柳
津
町
・
笠
原
町
の
脱
退

と
、
海
津
市
の
加
入

▲
地
方
六
団
体
改
革
案
の
早

期
実
現
に
関
す
る
意
見
書

税
源
移
譲
の
実
現
・
地
方

交
付
税
の
確
保
等
改
革
案
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
を
関

係
大
臣
に
提
出

条
例
案
件

補
正
予
算

そ
　
の
　
他

意
　
見
　
書
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やまがた
議会だより

▲
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
の
専
決
処
分

扇
橋
東
交
差
点
で
の
衝
突

事
故

▲
山
県
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
よ
る
特
例
等
の
改
正

▲
平
成
十
六
年
度
山
県
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
八

号
）の
専
決
処
分

●

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正

金
額
の
組
み
替
え

●

地
方
債
の
補
正

起
債
限
度
額
の
変
更
・
財

源
更
正

▲
山
県
市
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任
同
意

岩
佐
七
五
九
番
地

加
藤
憲
幸

▲
山
県
市
監
査
委
員
の
選
任

同
意

高
富
一
五
二
九
番
地
一

久
保
田

議
　
　
長

小
森
　
英
明

副

議

長

渡
辺
　
政
勝

監
査
委
員

久
保
田
　

議
会
運
営
委
員
会

◎
村
橋
　
安
治

○
渡
辺
　
政
勝

村
瀬
　
伊
織

藤
垣
　
邦
成

横
山
　
善
道

《
常
任
委
員
会
》

総
務
委
員
会◎

村
瀬
　
伊
織

○
武
藤
　
孝
成

久
保
田
　

小
森
　
英
明

村
橋
　
安
治

藤
根
　
圓
六

谷
村
　
松
男

田
垣
　
隆
司

産
業
建
設
委
員
会

◎
藤
垣
　
邦
成

○
後
藤
　
利

大
西
　
克
巳

寺
町
　
知
正

影
山
　
春
男

宮
田
　
軍
作

吉
田
　
茂
広

文
教
厚
生
委
員
会

◎
横
山
　
善
道

○
河
口
　
國
昭

中
田
　
静
枝

渡
辺
　
政
勝

村
瀬
　
隆
彦

横
山
　
哲
夫

尾
関
　
律
子

《
特
別
委
員
会
》

東
海
環
状
及
び
幹
線
道
路

整
備
促
進
特
別
委
員
会

◎
藤
根
　
圓
六

○
村
瀬
　
隆
彦

久
保
田
　

村
橋
　
安
治

中
田
　
静
枝

渡
辺
　
政
勝

横
山
　
善
道

河
口
　
國
昭

田
垣
　
隆
司

横
山
　
哲
夫

環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

◎
大
西
　
克
巳

○
影
山
　
春
男

村
瀬
　
伊
織

藤
垣
　
邦
成

寺
町
　
知
正

谷
村
　
松
男

後
藤
　
利

武
藤
　
孝
成

宮
田
　
軍
作

尾
関
　
律
子

吉
田
　
茂
広

《
議
会
報
編
集
委
員
会
》

編
集
委
員

◎
渡
辺
　
政
勝

○
影
山
　
春
男

小
森
　
英
明

尾
関
　
律
子

吉
田
　
茂
広

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

《
一
部
事
務
組
合
》

岐
北
衛
生
施
設

利
用
組
合
議
員

小
森
　
英
明

渡
辺
　
政
勝

横
山
　
善
道

河
口
　
國
昭

谷
村
　
松
男

（
議
会
選
出
）

　
　
　
　
臨
時
会 

第
一
回
　
臨
時
会 

平
成
十
七
年
第
一
回
臨
時
会
を
四
月
二
十
六
日
に
開

催
し
、
専
決
処
分
三
件
・
人
事
案
件
二
件
に
つ
い
て

慎
重
に
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承

認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
議
会
人
事
が

あ
り
ま
し
た
が
詳
細
に
つ
い
て
は
下
に
掲
載
の
と
お

り
で
す
。

専
決
処
分

人
事
案
件

議
　
会
　
構
　
成
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やまがた
議会だより

こ
の
事
業
は
、
県
営
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
で
進

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

が
、
こ
の
箇
所
は
民
地
で
工

事
の
施
工
に
当
た
っ
て
は
境

界
の
立
会
い
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
箇
所
に
は
、
不
在
地

主
が
多
く
、
不
明
の
方
も
お

ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
事
業
を

施
工
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受

益
を
受
け
る
人
を
特
定
し
、

工
事
の
一
部
負
担
金
も
納
付

し
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
う
し
た
問
題
を
一
つ
一

つ
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
基
本
的
に
は
、
地

元
の
自
治
会
等
で
取
り
ま
と

め
ご
協
力
い
た
だ
く
の
が
通

常
で
あ
り
ま
す
。

対
策
と
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
浮
石
な
ど
は
除
去
し

て
い
ま
す
が
、
台
風
等
で
自

然
災
害
が
予
測
で
き
る
場
合

は
指
定
の
非
難
場
所
へ
避
難

し
て
下
さ
い
。

高
富
金
池
地
区
が
今
に
も

地
滑
り
等
い
つ
崩
れ
て
も
お

か
し
く
な
い
状
態
で
あ
る
。

建
設
事
務
所
に
よ
り
急
傾
斜

地
崩
壊
箇
所
と
し
て
保
全
対

象
民
家
数
が
採
択
要
件
を
満

た
し
て
い
る
為
事
業
実
施
が

可
能
で
あ
る
と
言
わ
れ
乍
ら

何
の
対
策
も
と
れ
て
い
な
い

責
任
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

問

急
傾
斜
地
対
策
は

地
元
自
治
会
等
の
ご
協
力
を

長
野
基
盤
整
備
部
長

影山春男 議員

答

当
該
中
学
校
体
育
館
は
、

築
32
年
を
経
過
し
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
施
設
の
耐

震
診
断
は
平
成
9
年
に
実
施

済
み
で
基
準
を
満
た
し
て
お

り
、
今
回
の
改
築
事
業
に
は

含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
国

体
県
準
備
委
員
会
総
会
に
お

い
て
山
県
市
総
合
体
育
館
が

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
男
子
の

競
技
会
場
と
し
て
内
定
致
し

て
お
り
、
そ
の
際
の
サ
ブ
施

設
と
し
て
の
使
用
に
つ
き
ま

し
て
は
今
後
新
た
に
検
討
が

必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
国
体
開
催
年（
平
成
24

年
）に
向
け
て
の
協
議
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

問

高
富
中
学
校
体
育
館
改
築
計
画
は

国
体
開
催
年
に
向
け
て

室
戸
教
育
次
長

答

平成十七年

第二回
定例会

ここが聞きたい『まちづくり』

七人の議員が市政を問う。

一 般 質 問

平
成
24
年
国
体
開
催
が
岐

阜
県
に
決
ま
り
、
山
県
市
総

合
体
育
館
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

会
場
に
要
請
さ
れ
、
又
中
学

校
体
育
館
も
必
要
施
設
で
有

る
と
共
に
生
徒
の
使
用
、
災

害
時
の
避
難
所
と
し
て
利
用

さ
れ
る
。
中
学
校
体
育
館
は

築
30
数
年
経
っ
て
お
り
軟
弱

な
地
盤
の
所
も
有
る
と
聞
き

ま
す
が
、
耐
震
性
基
準
を
満

た
し
て
い
る
の
か
。

武藤孝成 議員
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市
内
の
国
道
、
主
要
地
方

道
、
県
道
の
多
く
は
歩
道
の

設
置
率
が
低
く
、
道
路
改
良

に
併
せ
て
歩
道
整
備
の
促
進

が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

岐
阜
建
設
事
務
所
は
、

現
在
高
富
地
内
2
ヶ
所
で
歩

道
設
置
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
鳥
羽
川
改
修
に

伴
っ
て
新
川
橋
か
ら
国
道
2

5
6
号
井
戸
尻
の
交
差
点
ま

で
の
区
間
を
計
画
し
、
基
本

的
に
は
市
街
地
の
危
険
箇
所

か
ら
順
次
進
め
て
行
く
予
定

で
あ
り
ま
す
。

高
富
地
内
の
関
・
本
巣
線

は
全
体
延
長
7
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
区
間
に
片
側
以
上
の
歩
道

設
置
延
長
は
約
4
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
整
備
率
は
57
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
。

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
県
に
対
し
て
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

主
要
地
方
道
関
・
本
巣
線

沿
い
で
実
施
さ
れ
て
い
る
歩

道
設
置
工
事
は
、
高
木
、
梅

原
地
域
で
未
施
行
区
間
が
数

か
所
見
ら
れ
、
や
む
な
く
車

道
を
歩
行
し
た
り
、
自
転
車

で
通
学
す
る
こ
と
に
な
り
非

常
に
危
険
で
あ
る
が
、
最
近

進
捗
率
が
悪
く
、
ほ
と
ん
ど

工
事
が
進
ん
で
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
進

捗
率
と
今
年
度
の
工
事
は
。

問

歩
道
の
整
備
促
進
を

主
要
事
業
と
併
せ
て

長
野
基
盤
整
備
部
長

谷村松男 議員

後藤利 議員

尾関律子 議員

答

情
報
配
信
の
拡
充
を
前
向
き
に
検
討

垣
ヶ
原
総
務
部
長

答

携
帯
電
話
に
防
災
情
報
が

配
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
防
災
情
報
だ
け
で

な
く
、
安
心
安
全
の
た
め
に

防
犯
情
報
も
、
メ
ー
ル
配
信

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
公
共
施
設
で
ア
ド
レ

ス
登
録
が
で
き
る
こ
と
も
紹

介
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

本
年
度
水
田
暗
渠
排
水
事

業
の
採
択
を
目
指
し
た
大
桜

地
区
で
は
、
面
積
で
採
択
要

件
を
満
た
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
県
の
調
査
箇
所
に
認

め
ら
れ
ず
不
採
択
と
な
り
、

今
後
農
家
の
営
農
意
欲
の
減

退
に
も
つ
な
が
り
、
市
は
こ

の
先
事
業
採
択
可
能
に
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

大
桜
地
区
の
水
田
面
積
2

2
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
内
25
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
暗
渠
排
水
の
要

望
を
い
た
だ
き
県
と
打
合
せ

て
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
一

体
的
に
計
画
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
飛
び
地
が
で

き
国
、
県
の
本
来
の
事
業
の

主
旨
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま

い
、
も
う
少
し
こ
の
あ
た
り

を
再
度
調
査
し
、
必
要
な
ら

実
施
箇
所
に
加
え
る
か
ど
う

か
農
家
と
話
し
合
う
よ
う
県

か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

昨
年
度
の
補
助
事
業
で

「
山
県
市
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
ま

し
た
。
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

機
能
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム

で
、
市
民
の
皆
様
に
は
防
災

情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
防

犯
情
報
を
始
め
、
新
た
に
配

信
が
必
要
な
情
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、
配
信
体
制
を
整
え

随
時
追
加
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
、
登
録

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
自
宅

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
頂
き
ま
す
が
、
高
富
中

央
公
民
館
図
書
室
や
伊
自
良

図
書
館
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
、

或
い
は
市
役
所
総
務
課
の
窓

口
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

問

携
帯
電
話
へ
の
情
報
配
信
の
拡
充
を

問

地
域
水
田
農
業
支
援
事
業
は再

調
査
を
行
い

県
に
要
望

長
野
基
盤
整
備
部
長

答
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やまがた
議会だより

春
の
高
校
野
球
東
海
大

会
で
は
、
市
内
唯
一
の

高
校
で
あ
る
山
県
高
校

野
球
部
が
大
活
躍
し
、
〝
山
県
市
〞
の

名
を
東
海
地
方
だ
け
で
な
く
全
国
に
広

め
て
下
さ
い
ま
し
た
。
山
県
市
が
誕
生

し
早
く
も
2
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た

が
本
市
に
は
ゴ
ミ
処
理
場
建
設
、
公
共

下
水
道
整
備
と
い
っ
た
皆
様
の
生
活
に

欠
く
事
の
で
き
な
い
重
要
な
事
業
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

今
回
よ
り
編
集
委

員
に
な
り
ま
し
た

私
た
ち
は
、
こ
の

議
会
だ
よ
り
を
通

じ
て
様
々
な
情
報

を
発
信
し
、
住
み

良
い
街
づ
く
り
の

た
め
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
の
で
今
後

と
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

文
責
　
吉
田
茂
広

編
集
委
員

（
右
よ
り
）

尾
関
　
律
子

影
山
　
春
男

渡
辺
　
政
勝

小
森
　
英
明

吉
田
　
茂
広

編
集 

後
記 

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい大豆油を使用し
たインキで印刷されています。

この広報紙は古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

国
や
県
、
市
も
含
め
て

財
政
が
非
常
に
厳
し
い
お

り
、
公
共
事
業
の
事
前
評

価
制
度
が
導
入
さ
れ
地
域

住
民
と
の
協
働
の
事
業
展

国
民
年
金
が
主
た
る
収

入
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者

世
帯
も
少
な
く
な
い
。
消

費
税
増
税
、
老
人
医
療
費

の
一
割
負
担
へ
の
改
悪
、

介
護
保
険
料
の
強
制
徴
収

な
ど
が
高
齢
者
の
生
活
を

圧
迫
し
て
い
る
。
負
担
は

限
度
を
超
え
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
医
療
費
一
部
負

担
軽
減
策
の
実
施
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

老
人
保
健
制
度
は
、

高
齢
者
の
方
が
医
療
機
関

に
か
か
る
と
き
の
負
担
を

軽
く
し
、
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
制
度
で
、
老
人

保
健
法
に
基
ず
き
実
施
さ

れ
て
い
る
制
度
で
す
。

病
院
の
窓
口
で
の
一
部

負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は

山
県
市
老
人
医
療
事
務
取

扱
細
則
に
よ
り
一
部
負
担

金
の
減
免
又
は
免
除
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

開
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
農
家
の
皆
さ
ん
の
意

向
を
踏
ま
え
、
県
に
対
し

て
引
き
続
き
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
建
設
は
、
事
業

費
が
約
63
億
円
。
市
は
、

入
札
せ
ず
に
下
水
道
事
業

団
と
決
め
て
い
る
が
、
他

の
選
択
肢
は
な
い
の
か
。

事
業
団
は
、
談
合
に
関
し

て
還
付
命
令
な
ど
が
い
く

つ
も
あ
る
。
損
害
賠
償
条

項（
20
％
以
上
）を
設
け
る

べ
き
だ
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
多
種
の
専

門
的
か
つ
複
雑
な
技
術
を

要
す
る
も
の
で
あ
り
、
豊

富
な
経
験
と
知
識
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
団
は
、
多

く
の
施
工
実
績
を
持
ち
、

豊
富
な
経
験
と
知
識
を
有

す
る
職
員
を
多
数
有
し
て

お
り
信
頼
が
あ
る
こ
と
、

建
設
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減

に
積
極
的
な
取
り
組
が
さ

れ
、
成
果
を
上
げ
て
い
る

こ
と
等
か
ら
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
建
設
を
事
業
団
に
発

注
す
る
こ
と
は
、
市
に
と

っ
て
有
利
と
判
断
さ
れ
ま

す
。
よ
っ
て
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
建
設
に
つ
い
て
は
、

事
業
団
へ
随
意
契
約
に
よ

り
委
託
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

事
業
団
と
委
託
協
定
を

締
結
し
た
場
合
、
業
者
間

の
談
合
防
止
の
た
め
、
協

定
書
の
中
に
損
害
賠
償
条

項
を
設
け
る
方
針
で
お
り

ま
す
。
額（
契
約
金
額
に

対
す
る
率
）に
つ
い
て
は
、

他
市
町
村
の
動
向
を
踏
ま

え
、
定
め
る
予
定
で
す
。

問

老
人
医
療
費
一
部
負
担
金
の

軽
減
策
に
つ
い
て

問

公
共
下
水
道
・
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は

中田静枝 議員

寺町知正 議員

老
人
保
健
医
療
の
一
部
負
担
の
軽
減
策
を

土
井
保
健
福
祉
部
長

答

事
業
団
へ
委
託
予
定
　
協
定
書
に
賠
償
条
項

梅
田
水
道
部
長

答


